
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ミレイユ

ジャンク

ロマネスク

ロマネスク

10

破局

0

煉獄

12
50 銃声

80 遊園地

白い部屋

笑顔

突然の破裂音。なにか焦げた臭いがして。胸の奥が熱くなって。とっさに振り向いて、そしてあなたは……そこからが思い出せない。ただ、あれは今は日常的に聞く破裂音に似ていた。

家族で？友達で？恋人同士で？とても楽しい騒がしい、別世界のような遊園地の記憶。色とりどりの遊具、幸せそうな人たち。あの日はどこへ行ったろう？あの日の跡はまだあるだろうか？

一人の女性医師が、ベッドに寝ているキミ達の身体にメスを入れ始めた。筋弛緩剤で全身の自由を奪われたキミ達は、麻酔で緩慢となった思考の中、 その残虐な行為を受け入れるしかない。その医師の妄執に満ちた瞳がキミ達の全身を嘗め回すように見つめながら、 次々とおぞましい改造をキミ達の死した肉体に施していく。『生き返れ。蘇えれ。』と譫言のように医師は呟き、終わりのない“治療行為”が行われた。 そう、この部屋で…

不意に、キミ達の脳裏にある光景が浮かんだ。それは辛く苦しい闘病生活の中で得た、ひと時の安らぎの記憶だ。キミ達がこの小児病棟に入院している間、キミ達の主治医や担当看護師との穏やかな記憶・・・。主治医のシラセ先生は、厳しい女の先生でリハビリをさぼるとすぐに怒られた。しかし、キミ達の身体を案じ、自分の労苦も厭わずに真摯にキミ達の治療につとめていた。担当看護師のミズハラさんは、優しい穏やかな人で、いつもニコニコ笑顔でキミ達に接してくれた。食べるものも少ない戦争中に、こっそりとお菓子を用意してはキミ達に分けてくれた。ひどい戦争が世界に起こっていて、それのせいでキミ達は身悶えするような痛みを受けていたが、この病院でシラセ先生やミズハラ看護師と過ごした闘病の日々は、臨終の際まで、キミ達の心に温もりと勇気を与えてくれていた。だから、死の直前の意識が薄れていくその時まで、キミ達は決して不幸ではなかった…そう、思って、キミ達は天国へと旅立った、はずだ。0 0 0
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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他の姉妹が移動マニューパを使用した際のみ使用可。移動１

最大行動値+2

ターン終了まで貴方を対象とするすべての攻撃判定の出目-1(全体攻撃では貴方への判定のみ-1)ターン中1回のみ

攻撃判定へのサイコロを振りなおす

最大行動値+1

最大行動値+1

肉弾攻撃+1

最大行動値+1

対象の姉妹1体と互いに対話判定を行って良い

妨害2(1ターンに何度使ってもよい。ただし1回への判定への重複は不可)

肉弾攻撃+1

支援+1

白兵攻撃2+連撃1

移動+1

同ターン内の次のカウントで使うマニューパ１つのコスト-１（最低０）とする

なし

なし

バトルパート終了時、このパーツと損傷した基本パーツを１つ修復してよい

壊された際に行動値-2

移動1

移動1

妨害1
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